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参考資料２



成長戦略として、補助金の増額、税制措置、規格
やルール作りへの関与、人材育成等の措置を講
じてはどうか。 1

中国の経済発展による物価・人件費上昇、
中国国内での生薬使用量増加等により

漢方薬原料である生薬の値段高騰

現在、日本は、生薬の8割以上を中国に依存し
ている。原料の安全性の問題もある。

生薬の安定供給が必須であり、薬用植物の国
内栽培化を推進すべきである。
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中国からの生薬の輸入価格の推移

*財務省「貿易統計」から作成。統計品目データ：1211

生薬の輸入価格

中国からの生薬の輸入価格は近年大きく上昇している。
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生薬の自給率
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*日本漢方生薬製剤協会「原料生薬使用量等調査報告書（3）－平成23年度および24年度の使用量－」から作成。

漢方薬原料である生薬の8割以上を中国からの輸入に頼っている。
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さらに連携を深め推進していくべき

厚生労働省 農林水産省

漢方薬の安定供給 生薬の栽培



日本における生薬栽培の推移
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＊公益財団法人日本特産農産物協会「薬用作物（生薬）に関する資料（平成25年）」 5

参考


